
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 通常通り、学園事務局 072-759-3000または保健室まで、「スクールカウンセラーに相談をしたい」旨、

お伝えください。事務局への申し込み受付は、平日の 17時までです。 

② 開室時間は、水曜日、11：00-18：00です。ご希望の時間帯をおっしゃってください。また、どの種類の相

談を希望されるのか、お伝えください。  

【Zoomでの相談】40分まで 40分になりますと自動的に ZOOMの接続が切れます。 

事務局からお伝えしますアドレスに、メールをください。 

メールには、お名前、学年、クラス、申込み時に職員よりお伝えしました相談予約日時を書いてください。 

当日までに Zoomの招待メールを送ります。予約時刻になりましたら、Zoomにお入りください。 

【電話での相談】 30分まで 

予約時刻になりましたら、事務局へお電話ください。相談室へ転送されます。 

★今年度の対面相談時間は以下のように変更しております。 

【対面による相談】 50分まで 

相談室の場所が変更されております。予約時に、ご確認ください。感染予防の観点から、ご家庭での検温、 

マスクの着用、入室前、退室後の手洗いをお願い致します。  

スクールカウンセラー便り １１月号 

  紅葉の美しい季節となりました。電車の窓から見える景色に癒されています。 

さて、「群盲象を評す」という言葉を聞かれたことがあるかと思います。インド発祥

の寓話だそうです。6人の盲人が、それぞれ象の異なる一部のみ触り、鼻を触った人は

「象とはへびのようなものだ」、耳を触った人は「象とはうちわのようなものだ」、足

を触った人は「象とは柱のようなものだ」、胴体に触った人は「象とは壁のようなもの

だ」、しっぽに触った人は「象とはロープのようなものだ」、牙に触った人は「象とは

槍のようなものだ」と言います。それぞれ自分の体験が正しいと主張し対立するのです

が、何かをきっかけに、自分たちは同じもの（＝像）の別の部位について語っていると

気づく、という寓話です。 

同じ状況あっても、それまでの経験や関係性、立場や状況によって、見える風景は随

分違うことがあります。誰の言うことが正しいのか争うよりも、様々な見解を尊重しつ

つ「象」とはなんぞやと語り合う方が、真実に近づけるかもしれないと、この寓話は教

えてくれます。親子でも、友達同士でも、意見の対立はよくあります。「はぁ？何言っ

てるの。どこ見てるの？」「考え方、おかしいんじゃない？」と相手に言う前に、『群

盲象を評す』が起きているのかもと思えたら、少し気が休まるのかもしれません。 

ちなみに、Wikipediaによりますと、この話は世界中に広がって、その地域によって

少しずつ意味のことなることわざとして使われているそうです。まさに歴史の中でもど

こか「群盲象を評す」の特徴をもって発展していった不思議な寓話ですね。 細野 SC 

 


